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セミナーの案内や、イベントの報告、
就職説明会の開催情報の発進サイト
Facebook「藤田保健衛生大学七栗サナトリウム」
http：//www.facebook.com.nanakuri

公共交通
機関

乗用車

●名古屋・伊勢方面から
近鉄名古屋線 久居駅下車、バス榊原温泉口・榊原車庫前行（下村経由）に乗車し
「七栗サナトリウム口」下車、徒歩約3分
※バス乗車時間約20分、タクシー乗車時間約15分

●大阪・京都方面から
近鉄大阪線榊原温泉口駅下車、タクシー乗車時間約15分
●伊勢自動車道
久居インターチェンジより7km約10分
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内 科 脇田教授 中野准教授 高橋医師 脇田教授 交代制※2）

東口教授 中川医師 伊藤准教授 大原講師 阿波医師

前島教授 前田医師 岡﨑准教授 岡本講師 交代制※3）

金森講師 金森講師 金森講師 金森講師 金森講師

脇田教授
隔週15：00～16：30

脇田教授
14:00～16:30

東口教授
癌全般､消化器疾患､栄養疾患
15：00～16：00※予約制

脇田教授
認知症､神経疾患

15：00～16：00※予約制

緩和ケア・外科

リハビリテーション科

歯 科

ものわすれ外来
（予約制）

セカンドオピニオン外来

土

交代制※1）

都築医師

園田教授

休　診

金木水火月

外来医師担当表
診療受付時間 平　日　午前８時４５分～１１時３０分　午後１時～３時

土曜日　午前８時４５分～１１時

中途採用・潜在看護師大歓迎です。採用試験は随時実施しています。
お気軽にお問合せください。

※１）内科：金曜日は第１､３､５週：中野准教授、第２､４週：高橋医師が交代で診察します。※2）内科：土曜日は脇田教授・中野准教授・高橋医師が
交代で診察します。※3）リハ科：土曜日は第１､３､５週：水野医師、第２週：淺野医師、第４週：角田医師が交代で診察します。
ものわすれ外来の予約は059-252-1555までお問合せください。

平成２7年8月1日現在

園田教授
リハビリテーション全般
(不在の週あり）

看護師就職説明会

平成27年 10/24●土・11/28●土・12/19●土
平成28年 1/23●土・2/27●土・3/26●土

場所　藤田保健衛生大学七栗サナトリウム
時間　10：00～12：00

スケジュール
10：00～10：50 病院見学・看護部紹介

教育体制、人事概要の説明  

10：50～11：30 病院内見学 

11：30～12：00 先輩看護師との交流会

交通案内：下記アクセスをご覧ください。近鉄久居駅・榊原温泉口までお迎えに上がります。

お問合せ　 看護部・人事担当　メール　hp4kango@fujita-hu.ac.jp

中村看護部長

当院の入院患者さまの多くが急性期病院から転院された高齢者の方々です
が、急性期医療は迅速、安全が優先されるため、時に高齢者に厳しくもありま
す。一方、当院は対象個々の生活の質向上が目標です。最新の医療、確かな知
識と技術、高齢者への尊敬の念を基本に、退院後の個々の生活を見据えた医
療を実践しています。

ななくり
患者さま

と医療をつなぐ
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病院からのお知らせ

※都合により、変更の可能性があります。

高齢者に優しい病院Pick
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リハビリコーナー
緩和ケアコーナー 
外来医師担当表
看護師募集・
就職説明会案内

高齢者は、加齢に伴い、自分の思いをうまく伝
えられなかったり、痛みなどの様々な症状を表
出できなかったりすることがあります。私たち
は、すこしでも患者さまや、ご家族さまの思い
に寄り添いながら、患者さまの尊厳を保ちつつ、
諸症状の緩和をはかり、穏やかな時間を過ごし
て頂けることに取り組んでいます。

緩和ケアコーナーリハビリコーナー

車椅子シーティング備品（JAYシステム）を
導入しました
車椅子を「移動の道具」から「生活の場」へ。
当院で導入している備品を用いることで、身体機能に合わせ
て角度調整可能な背もたれと、臀部のズレや傾きを予防でき
るクッションにより、従来の調整とは異なり、患者さま一人一
人に合わせた車椅子上の座位姿勢を提供することが可能と
なります。入院中に多くの時
間を過ごす車椅子上で、快適
な座位姿勢を提供できるよ
う、努力を重ねていきます。



高齢者に優しい医療を提供します!!!
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※FIM：日常生活活動の評価法でセルフケア、移動など
運動13項目、記憶など認知5項目からなる。

各項目1～7点、合計126点

サポート体制

地域支援室では、入院中の患者さまや
外来受診の患者さまが知りたいことや
生活上での困りごとがすぐ相談できる
体制を整えています。（相談室は正面受
付すぐ横にあります）
入院相談方法、療養に関すること、退院
後の生活への不安、困りごとなどがござ
ましたらお気軽にご相談ください。

今まで食べていた食事が硬く飲み込み難
いと感じる高齢者の方は少なくありませ
ん。当院では多くの職種が食事作りに関
わり、高齢者の患者さまにも安全で美味し
く、また見た目にも満足していただける食
事を提供しています。

デイ・ケア

歳を重ねると、様々な心身の不具合が
生じてきます。運動能力や認知力、体
力、飲み込む力など、生活の質の低下に
つながるものもあり、何らかのサポート
が必要となります。七栗サナトリウムの
デイ・ケアでは、医師、看護師、理学療法
士、歯科衛生士、管理栄養士、介護福祉
士、診療補助がそれぞれの専門性を活
かしてより良い生活が在宅で送れるよ
うサポートさせていただいています。

食 事

我々は…

2013年度全国調査
（全年齢対象）

75歳以上の当院入院
患者さま（2014年度）

FIM利得（点）

治療成績

リハビリでは病前の生活スタイルやご自
宅の家屋状況を考慮し、自宅環境を想定
した動作練習や趣味活動を用いた訓練を
行います。必要に応じて、住宅改修の助言
や歩行などの介助指導も行います。また、
個々に応じた運動を選択します。その結
果、昨年度入院された75歳以上の患者さ
まは全国平均（全年齢対象）より高い日常
生活活動の改善を達成しています。

認知症では、患者さまのお悩みはもと
より、ご家族の介護負担も大きな問題と
なります。内科では、初期の認知症の患
者さまを対象に、病状の評価、リハビリ
テーション、生活指導のための短期間入
院を行い、在宅生活の基礎作りの支援
をしています。また、デイケアセンター
では認知症短期集中リハビリテーション
を行っています。

認知症リハビリ

75歳以上の当院入院患者さまと
2013年度全国実態調査との

FIM利得平均比較
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